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高齢初産婦の産後4ケ月時点での生括
～親子・夫婦・親族・友人の4つの関係から～
研究目的:主に産後四ケ月における高齢初産婦の生悟とはどのようなものかに着目し、親
子関係や夫婦関係.親族、友人の関係性の実態から.高齢初産婦の生括の特性を明らかに
する。
研究方韓: 1999年5月以降の分娩で35歳以上かつ初産婦を対象とし、なおかつ不妊・異
常分娩のない4名に、第1次調査.第2次調査を実施した。調査対象の選出にあたっては、
奈良県内にある-産院の分娩台帳から選出した。調査は第1次調査と第2次調査からなる。
第1次調査時,質問紙による調査セある。第2次調査は継続調査への協力を了承した調査
対象に対して.個別に訪問し面接を行った。各自の産後4ケ月・5ケ月時点での現状況を、
育児や夫との関係、喪家との関係、義理の親との関係などの画において.その体験談や思
いを語ってもらった。本研究の枠組みは.現在の高齢初産婦の考え方や思い・行動を支えて
いる根底には、女性の社会進出・高学歴化、晩婚化、結婚の意味の変化.子どもを持つ意味
の変化などの社会背景および..親の生き方・考え方・育て方という定位家族の生育暦が大き
く影響しているのではないかという意味で、社会背景.過去の生育暦も考慮に入れ分析する
こととする。また、産後4カ月時点での高齢初産婦を取り巻く環境としては.親子関係.
夫婦関係.親族.友達・同僚の4カテゴリーが存在すると仮定し.各々対象の4カテゴリ
ーを組み立て.それぞれの関係性の質について検糾し、高齢初産婦の生活について具体的
にしていくこととする。
研究結果及び考察:高齢初産婦の産後4ケ月時点における親子関係、夫婦関係、親族、友
人を3つの視点.中年期女性.未婚化・晩婚化、高齢妊娠・出産から考察したものを総合す
ると.高齢初産婦の産後4カ月時点における生括は、 「重役制」 「母親役割」に加え、乗親
の加齢に伴う不安から「娘役割」を占める部分が多いと考えられる。そのため.低い自己評
mを「蛮役割」に持っていた。また、全叫例が「娘役制」を米たすことができている稗ffi
には、夫とは精神的な部分でつながっているという安堵感や.夫には独身時代に培ったあ
る程度の家事処理能力を持つことより夫の家事への支援を期待あるいは得ることから.覗
生括に何の不安感を感じていないことが考えられ、そのため.来航とのつながりを韮視す
る意識があるのではないかと考える。また.親族関係においては.蛮親の存否によって、
実の兄弟姉妹間では寅親が死亡している場合には輝いつながりがあった。このため、 4ケ
月時点の生悟にも兄弟姉妹の支旗が多かったと考えられる。友人関係においては、 「チビも
中心J r育児中心」とした関係を持っており、友人の育児情報や生活状況を知ることによっ
て自分の生活の位置付けを確認し、修正し、現生活に戻っていっている傾向が伺えた。
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